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しyy,･,
…………………

度
の
定
期
総
会
を
開
催

◇
………・新
（
「

」長

に

３

区

の

裏

さ
ん
を

選

出

平

成

３１

年

度

の
〃
定

期

総

会

が

４

月
1
3

口

に

上

汪

別

自

治

今

館

に

ぶ

い

で

開

催

さ
れ

座

し

か
≒

総

会

は

佃

ネ

の

山

席

の
√
ち
と

４

区

の

人

高

幸

男

さ

ん

が

議

長

に

就

任

し

、
議

事

の

半

成
3
0
年
度

事

業

報

告

、
同

一

般
会

計

及

び
道

路

特

別

会

計

の

決
算

報
七一
、
会

計

監

介
報

告

が

行

わ

れ

原

案

ど

か

り
・
承

認

さ

れ

ま

し

た

。

続

い

て

、
平

成

・３１

年

度

事
業

計

両

、

同

。
般

会

計

及

び

退

路

特

別

会

計

Ｇ

Ｆ

算

案

も

提

案

ど

か

り

決

定

さ

れ

ま

し

た

。

平

成
3
1

年

度

の

半

々

事

業

計

画

は

、
前

年

の
Ｊ胆

振
東

部

地

震

の
影

響

で

巾

止

と

な

っ
た

Ｉ
敬

老

Ｇ
Ｆ

い
一

と

Ｉ
新

年

の
集

い
」

が

実

施

計
画

に

盛

り
・
込

ま

れ
ま

し

た

。

好
評
の
「
闘
ご
講
習
「
戸

の
開
催

も
２
回
に
増
や
す
と
と
礼
に
、
7
.供

た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

フ

戸
一
札

夏
祭
り
」
等
は
例
年
同
様
の
開
催
と

す

る
二
と
が
盛
り・
込
ま
れ
ま
し
五
七

玉
た
、
予
算
編
成
で
は
一
層
の
経

費
節
減
に
努
め
。、
冊
政
洲
整
基
金
へ

2
0万
円
を
積
み
立
て
る
二
と
て
将

来
の
Ｊ
財
政
某
・盤
の
安
定

を
㈹
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

∠ﾏﾌ ﾄﾞj ゛千

二]ニブノヅ1ｽy
∧

本

年

は

役
員

改
選

期

で

あ

る
二

と

が
ら
、
選
考
委
員
長
よ
り
選
考
経

過

な

ど
説

明

の

あ
と

改

選

役
】只
の

提
示
か
お
り
、
浙
令
長
に
・３
区
１
班

の
裏
悦
瑞
（
う
ら
よ
し
み

ず
）
さ
ん

が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

裏
新
会
長

け

一
阪
神
大
震
災

後
の

神
戸

を

視

察

す

る
機

会

が
あ

っ
た

にI. 洲 が

対 が　 ｀

抗
或 災

几　 ヽ-　，-Ｓ
-む わ 嗇

でJ め の

ン で 際

回 屯 は

計 昌

守 ふ 会

]へ り の

段 ．･ヽ 連

で 被 絡

あ 害 協

る
こ
と
を
痛
感
レ
≒

」
と
の
挨
拶

が
あ・
り
ま
し
た
。

友
入

、
新
た
に
総
務
部
長
に
藤
谷

新会長のあいさつ

満
雄
氏
、
道
路
交
通
部
長
に
橘
半
悦

氏
、
会

計
部
長

に
宮

腰
ゆ
き
不
に
氏
、

育
成
部
長
に
仲
井
紀
人
氏
、
監
査
役

に
大

渾
三

卜
技

氏
、
さ
ら
に
副
会
長

の
〃
安
念

宣

昭

氏

が
育

成

副

部
長

を

兼

務
、
総
務
副
郎
長

の
丸
円
秀
敏
氏

が
副
会
長

を
兼

務
、
福
祉
副
部
長

に

仲

井
ニ

ブ
子
氏

が

そ
れ

ぞ

れ

選
任

さ
れ
よ
し
か
。

同
時
に
執
行
役
員
は
【
自
‥
七
防

災
組

織
】
の
各
役
員
・‐
も
批
う

ご
と

に
な
り

ま
す
。

（
新
役
員
、
新
区
長
、
新

班
長

の

。

覧

は
回
覧

寸
全

い

に
配

布

言

且

て

お
り
友
す

の
ふ
≒

ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く

お
順

い
し
ま
す
ご

な

お
、
今

期
で
退
任
さ
れ
た
執
行

役

員

の
皆

さ
士

は
次

の
と

お
り
・
で

す
。
▼
退
任

会
長
　

長
谷
川
直
紀

氏

（
新
相
談
役

を
委
嘱
）

総
務
部
長
　

星

野
邦
明

氏

育

成
部
長
　

本
本
弘
道

氏

育

成
副
部
長
　

秋
元
真

由
美

氏

女
性
副
部
長
　

巾
村
民
江

氏

会
計
部
長
　

人
汗
三
千

枝

氏

（
新
監
査
役
に
就
任
）

道
路
交
通
部
長
　

八
島
孚

氏

監
介
役
　

尖
対
子

氏

退

任

の
皆
さ

ま
た

い

へ
ん

有

難

う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

「
健
康
・
牛

き
が
い
開
発
財
団
」
に
よ

る
と
、
第
二

者
（
他
人
）

の
た
め

の
活

動
は
生

き
が
い

を
感
じ
る
百

砂
と
な
り
、
生

計

を

広
げ

人
と

つ
な

が
る
社
会
性

は
、
年
齢

に
よ
る
フ

レ
イ

ル

（
よ
弱
）
を
遅
ら
せ
る
二
と
が
可

能
と
の
こ
と
で
す

。
（
北
海

道
新
闘

の
掲
載
記
事
）

ま
た

、
平
成

は
大
災

害
が
相
次
苫
ま
し
た
が
、
地
域

と

の
交

流

が
キ

く
支
え
今

い
の
機
能

が
失
わ

れ
る
、
い
わ
ゆ
る

Ｉ
無
縁

汁
会
二

べ

災
言
時

と
そ

の
後
の
避
難
被
言

を
拡
人
さ
せ
て

し

よ

う
こ
と
札
深

刻
な
問
題
と

さ

れ
て

お
り
・
、
地
域

子
ニ

ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要

性
が
高
よ

っ
て

い
ま
す
。

昭
和

牡

牛
の
‘自

治
会
発
足
時

か
ら
、
地
域

の
発
胚

に
尽
力

さ
れ
た
諸
先

輩
の
熱
き
思

い
を
引

継
ぎ
、
新
時
代
「
令

和
　
に

相
応
し

い
・
目
付
会

活
動

目
貢

献

で

す
た
ら

と
考
え

て

い
ま
す

一
の・
べ

よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た
し
ま
す
、
　
　
　

甕
　

悦
瑞
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